
  

●私が現職教員時代に事

務局長として運営に携わ

っていた高知県民主教育

研究所の夏期学習会が高知大学で開催され、そ

の午後の部に久しぶりに参加しました。(9月7

日) 

テーマは教員不足問題。ゆとりある教育を求

める全国の教育条件を調べる会の山﨑洋介さん

(奈良市小学校教員）を講師に、高知県の教員不

足の現状と原因を分析し、ゆとりある学校をど

うやって作っていくのか探りました。 

文科省の定める標

準定数に比較して教

職員の配置実数の比

率＝充足率では、高知県の教職員充足率は全国

最低で、国が負担した教員配置に必要な予算配

分額を国に返還している実態がだされました。

研究所として、現状を解決していく方向性につ

いて論議がなされました。 

私も、2年前に県議会で取り上げた報告をさせ

てもらいました。基礎定数に準じた学級担任、

教科担任の配置をぬかりなく行い、子どもたち

の学習に穴が開くことがないように国の財政措

置を伴う教員配置を求めていきましょう。  
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